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目  的 
 

 

 

   

川崎病による巨大瘤をもつ患
者の予後を明らかにすること 

川崎病による冠動脈後遺症をもつ患者は年々減少傾

向にあるが、一方で、巨大瘤をもつ患者が0.3%発生し

ていることが報告されている。 

川崎病の長期予後管理を行うにあたって、冠動脈後

遺症をもつ患者の治療の継続、経過観察が重要であ

る。 

今回、川崎病による巨大瘤をもつ患者の予後調査を

行うことにより、川崎病の長期的予後調査を行い、川

崎病の長期的観察結果を明らかにする。 
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方  法 
• 期間： 2010年5月から2011年3月 

 

• 方法： 近畿川崎病研究会会員の所属施設
に 

      調査票を送り、回収。 

 

• 対象： 川崎病に罹患し、巨大瘤 (8mm以上） 

      が確認されている患者 

 

1．調査対象施設 
     川崎病患者を有する、近畿川崎病研究会運営委員が所属する施設およびその他協力施設 

2．調査対象患者 
川崎病既往患者のうち、8mm以上の巨大瘤の存在を確認できる患者および過去に8mm 
以上の巨大瘤が確認された患者 

3．調査項目 
急性期冠動脈障害、心・循環器所見、治療 

遠隔期冠動脈障害、心・循環器所見、治療 

その他 （死亡日、死因 ほか） 

4．調査方法 
対象施設に規定の調査票を配布し、経過観察中、あるいは過去に診療した本調査に該当
する患者について、各調査項目について調査票に記入いただき、回収、分析する 

5．調査期間 
     平成22年6月1日～平成23年11月30日 
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調査票 
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急性期 遠隔期 

所見記入票 



結  果 

• 245例 （男 187例 女 58例） 

• 川崎病罹患 中央値 2歳 (20日〜20
歳) 

               2回以上  10例 (5%) 

 

• 脱落症例    34例 (14％） 

• 川崎病発症から調査時までの期間 

       中央値20年  (0.2-51年) 

 

 

 

245例 （男 187例、女 58例） 

川崎病罹患年齢 

       中央値 2歳 (20日〜20歳) 

川崎病罹患回数  

        2回以上       10例 (  5%) 

経過観察脱落症例       34例 (14%） 

川崎病発症から調査時までの期間 

        中央値20年  (0.2-51年) 
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(n) Total 

=245 

川崎病罹患年代 (n) 

   1960     1970      1980      1990      2000 

Total =245 
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川崎病罹患年齢 Total =245 

（歳） 

中央値 2歳 

5歳未満  79％ 

20日〜20歳 

 0    1   2   3     4       5     6       7      8        9    10    10< 

Total=245 

中央値 2歳 

min 20 日、max 20歳 

5歳未満 79％  

(n) 

（歳） 
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急性期治療 

アスピリン 
52例 (21%) 
 

アスピリン 
+IVIG  
68例 (28%) 
 
 
 

ステロイド併用 
43例 (18%) 

ウリナスタチン 14例 
シクロスポリン  3例 
インフリキシマブ 3例 
血漿交換     1例 
 

急性期治療なし 
11例 (4%) 

他剤併用 14例 (6%) 

アスピリン 

52例 (21%) 

ｱｽﾋﾟﾘﾝ+IVIG  
68例 (28%) ステロイド併用 

43例 (18%) 

急性期治療なし  
11例 (4%) 

他剤併用 14例 (6%) 
ウリナスタチン 14例 
シクロスポリン  3例 
インフリキシマブ 3例 
血漿交換     1例 

記載なし 
57例（23％） 
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Total=245 



遠隔期の内服薬 

回答数：243例 
 

内服なし              18例 

内服あり                           230例 

   抗血小板薬          222例 

   ワーファリン                 62例 
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心疾患以外の情報 

冠動脈以外の動脈病変 26例 (11%) 

出産             11例（19%） 
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心 事 故 

急性心筋梗塞        57例(23%) 

血栓溶解療法        29例 (12%) 

冠動脈バイパス手術施行 90例（36%） 

PCI                         19例 ( 7%)  

心室頻拍                 4例 ( 2%)    

死亡                  15例 ( 6%) 

心事故なし            118例 (48%) 
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川崎病罹患から心筋梗塞発症までの期間 

18日〜35年 

(n) 
Total 

=57 中央値 8月 

<6ヶ月    <1年        <2年      < 5年       5年< 

Total =57 

(n) 
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（年） 

10年 
98% 20年 

95% 
30年 
90% 

No. at risk 

245 
126 

41 

川崎病罹患後の生存率 

30年 
90% 

20年 
95% 

10年 
98% 

No. at risk 

N=41 N=126 N=200 

245 

（年） 
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川崎病罹患後の生存率 

両側       128      13 

RCA         47       1 

LCA         55       1 

生存  死亡 

（年） 

87% 

94% 
100 

80 

60 

40 

20 

0 

0          10           20      30       40          50          60  （年） 

生存 死亡 生存率（30年） 

LCA 55 1 98% 

RCA 47 1 94% 

両側 128 13 87% 

(%) 
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ま と め 
巨大瘤を後遺症とした患者の30年生存率
は90％であった。 

両側GA患者は片側GA患者に比べ生存率
は不良であった (p<0.05)。 

急性心筋梗塞の発症は23％であった。 

冠血行再建術は40％に施行されていた。 

心事故なしは48％であった。 

フォロー脱落症例は14％であった。 
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参 加 施 設 
• 滋賀医科大学  

• 近畿大学奈良病院  

• 和歌山県立医科大学 

• 京都府立医科大学 

• 大阪市立総合医療センター 

• 兵庫県立尼崎病院 

• 高知大学 医学部 

• 市立豊中病院 

• 国立循環器病研究センター  
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大阪市立総合医療センター 

京都府立医科大学 

近畿大学奈良病院  

高知大学 医学部 

国立循環器病研究センター 

滋賀医科大学 

市立豊中病院 

兵庫県立尼崎病院 

和歌山県立医科大学 

  

 

五十音順 


